21セイキ ノ カンキョウ オ カンガエル ? カンキョウ シゲン オ ツタエ ノコス タメ ニ ヘイセイ 13ネンド ゼンキ コウカイ コウザ ホウコク by 原  慶太郎 et al.
平成13年６月９日（土），16日（土），23日（土）の３日間にわたり、総合情報センターメディア
ホールにおいて、平成13年度前期公開講座「21世紀の環境を考える 環境資源を伝え遺すために」
が開催された。この講座は、21世紀を目前にした平成11年（1999年）に開催された同名の公開講座
を受けて、21世紀における人間と環境との関わり合いを改めて考える、という趣旨で環境情報学科
のメンバーを中心として企画された。昨今の環境問題に関する市民の方々の高い関心もあって、
277名という多数の参加申し込みがあり、毎回、講演終了後には活発な討論や意見交換が行なわれ
た。
今回の講座は、環境情報学科の教員が進めている研究を中心にして、平成10年から始まった学術
フロンティア推進事業の成果を一般に公開する目的で企画された。本学で受信が始まったMODIS
データでとらえることができるような地球規模の環境問題と、里山や三番瀬干潟にみられるような
千葉県の環境問題を具体的な事例とともに紹介し、さらに実際的に環境をマネジメントする方策に
ついて、環境規格の問題や、環境NGOを中心としたとさまざまなパートナーシップの在り方につい
て講演をとおして考えていく、という構成で進められた。日程とプログラムは下記の通りである。
第１回（６月９日）
アジアの環境・情報・文化
環境情報学科教授　原慶太郎
衛星データがとらえるアジア・日本・千葉
環境情報学科講師　須純一
第２回（６月16日）
千葉の抱える環境問題　－里山・谷津田・干潟　
環境情報学科教授　ケビン・ショート
第３回（６月23日）
環境をマネジメントする　－ISO環境規格
環境情報学科教授　岡本眞一
環境保全活動とパートナーシップ
ちば環境情報センター代表　小西由希子
「21世紀の環境を考える －環境資源を伝え遺すために－」
平成13年度前期公開講座報告
原 慶 太 郎
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第１回（６月９日）
初回は、原が「アジアの環境・情報・文化」と題して今回の公開講座の趣旨を説明するとともに、
学術フロンティア計画研究の全体像と、プロジェクト２で進めている、アジアの環境と文化の問題
について話題を提供した。21世紀という時代に即した人間と環境との関わり合いを考えることの重
要性を示し、この人間と環境の新たな関係－ここでは「環境文化」と呼ぶ－をどう創造し育んでい
くかが、21世紀の環境問題の重要課題であることを指摘した。次いで須崎純一講師から、「衛星デ
ータがとらえるアジア・日本・千葉」というタイトルで、衛星リモートセンシング技術の最近の進
歩と、MODISをはじめとする衛星がとらえたアジア、日本、千葉の環境の現状について講演がな
された。
第２回（６月16日）
「千葉の抱える環境問題　－里山・谷津田・干潟」と題してケビン・ショート教授による講演が行
なわれた。文化人類学的な視点から「鎮守の杜」に代表される日本古来の人間と自然の関わり合い
に関して考察がなされ、環境を保全する上での農業という営みの重要性、さらには里山という二次
的な自然の保全の困難さと重要性について講演がなされた。千葉の里山でみられるさまざまな自然
や生き物のスライドを織り交ぜながら、ショート氏のトークショーのような和やかな雰囲気で講演
が行なわれた。米国生まれの演者の温かいまなざしをとおして、これからの日本の自然と人間との
関わりを考えさせられる講演であった。
「21世紀の環境を考える －環境資源を伝え遺すために－」48
講座の最後には講演者と参加者との活発な討論がな
された（６月９日）
ショート教授の講演はトークショーのような形で進め
られた（６月16日）
多数の参加者を得て講座が開催された（６月９日）
第３回（６月23日）
３回目は、前の２回の講演を受けて、具体的に環境をマネジメントしていく方策について、本学
の岡本眞一教授による「環境をマネジメントする　－ISO環境規格」の講演と、環境NGOちば環境
情報センターの小西由希子代表による「環境保全活動とパートナーシップ」の講演とが行なわれた。
岡本教授の講演は、近年、企業や自治体で取得が進んでいるISO14001などの環境規格の意義や、環
境マネジメントシステムに関する最新の話題の提供がなされた。一方、小西氏は、ちば環境情報セ
ンターや谷津田フォーラムなどの経験を踏まえて、市民ひとりひとりが手を携えることの重要性を
説き、公開講座の会場でも、隣のひと同士で手を取り合って会話をかわす、という実践的な講演で
あった。
環境に関する参加者の関心は高く、毎回、講演合間や修了後にはフロアからの質問や意見が出さ
れ、活発な意見交換がなされた。前回（平成11年度）に引き続いて参加された方も多く、本学の公
開講座における「環境」というテーマが定着していることが窺えた。学術フロンティア計画のテー
マのひとつに「環境」と「情報」の問題が挙げられている。企画の意図に記してあるが、環境の問
題は市民、行政、産業界そして研究者の「民」－「官」－「産」－「学」の４者が情報を共有して、
智慧をだしあって合意形成をはかって進めていかなければならない。そのためにも、今後、学術フ
ロンティアの成果を機会あるごとにインターネットをはじめとする様々なかたちで世に公開し、市
民とともによりよい環境の保全と創造にむけて行動する指針となるようにしなければならない。多
忙ななか講演を引き受けていただいた、ちば環境情報センターの小西由希子、及び本学教員、さら
に準備と当日の運営等にあたられた担当事務部局に御礼を申し上げる。講座で配布した「企画の意
図」を付記する。
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ちば環境情報センター代表の小西由希子氏はパート
ナーシップの重要性を熱く語った
（田中正彦氏撮影、６月23日）
最終回まで大勢の方が参加して下さった
（田中正彦氏撮影、６月23日）
「21世紀の環境を考える －環境資源を伝え遺すために－」50
「環境の世紀」といわれる21世紀の幕が開きました。東京情報大学では、1999年（平成11年）に
「21世紀の環境を考える」のテーマで公開講座を開催しました。地球環境問題が大きく取りざたさ
れていましたが、地球の問題も地域の問題から考えようという問題提起でした。
平成11年度前期公開講座「21世紀の環境を考える」（６月20日、27日、７月４日）
地域環境から地球環境へ（東京情報大学　原慶太郎）
谷津田からみた地域環境（千葉県立中央博物館　中村俊彦）
地域環境と緑のまちづくり（東京農業大学　進士五十八）
さて、その21世紀を迎えた現在、地球の人口はさらに増大し、地球温暖化の兆候も変わっていま
せん。宇宙船「地球号」が順調に航海を続けることができるのかどうかは、今世紀の針路（それも
世紀最初の10年間の針路）にかかっています。講座を開いた３年前と現在とで、何が変わって、何
が変わっていないのか。東京情報大学では、改めて「21世紀の環境を考える」として、環境の問
題をテーマにみなさまと一緒に考えてみることにしました。
本学では、平成12年度から文部省（現文部科学省）の助成をうけて「学術フロンティア研究計画」
が始まりました。この計画は「アジアの環境・文化と情報に関する総合研究」というタイトルで、
米国航空宇宙局（NASA）の衛星データを直接受信してアジアそして地域の環境をモニタリングす
るとともに、これらのデータをインターネットを介して広く公開することによって、環境に関する
情報を共有して、人と情報のネットワークづくりに取り組もうとするものです。
今回の公開講座では、アジア、日本、そして千葉で生じている環境問題を取り上げ、その現状に
ついて講演すると同時に、広く市民の方々の参加を得て、様々な分野の人々のパートナーシップつ
くりを通した問題解決の方途を探っていきたいと思います。
講座では、次の５人の演者にそれぞれの立場から環境に関する問題点や解決の糸口を講演してい
ただきます。
平成13年度公開講座「21世紀の環境を考える」（６月９日、16日、23日）
第１回
アジアの環境・情報・文化（環境情報学科　原慶太郎）
衛星データがとらえるアジア・日本・千葉（環境情報学科　須純一）
第２回
千葉の抱える環境問題　－里山・谷津田・干潟（環境情報学科　ケビン・ショート）
第３回
環境をマネジメントする　－ISO環境規格（環境情報学科　岡本眞一）
環境保全活動とパートナーシップ（ちば環境情報センター　小西由希子）
環境問題の主役は、あくまでも私たち個人一人ひとりです。一人のやれることには限界がありま
すが、個人の一歩がなければ何にも始まりません。そして、できればその一歩は適正な方向への一
歩にしたいものです。さらに、人と人、人と組織が「つながり」をもって、大きな歩みになればこ
の上もないことです。この講座をとおして受講されたみなさまが21世紀の環境に想いを馳せ、情報
を共有して、さらにさまざまなかたちで「つながり（パートナーシップ）」をもつことができれば、
企画に携わったものとして大きな喜びです。東京情報大学がそのささやかなお手伝いができればと
思っています。
企画の意図
